
（公財）名古屋観光コンベンションビューロー
https://www.nagoya-info.jp/convention/

TEL: 052-202-1146   E-mail: convention@ncvb.or.jp

名古屋市のMICE開催助成金のご案内
令和4年度

　名古屋市内で開催されるMICEへの助成を拡充しました。国際会議、見本市・展示会への助成に加えて、令和3年度に国内
会議開催や感染症対策経費、「ユニークベニュー※」の利用助成を創設し、令和 4 年度は新たにハイブリット開催国内会
議を助成対象に追加し、さらに現地開催国内会議等の助成限度額を引き上げました。
　伝統文化とモノづくりが魅力のまち名古屋でのMICE開催をぜひご検討ください。
※歴史的建造物、文化施設や公的空間等で、特別感や地域特性を演出できる施設

　名古屋市内で開催されるMICEへの助成を拡充しました。国際会議、見本市・展示会への助成に加えて、令和3年度に国内
会議開催や感染症対策経費、「ユニークベニュー※」の利用助成を創設し、令和 4 年度は新たにハイブリット開催国内会
議を助成対象に追加し、さらに現地開催国内会議等の助成限度額を引き上げました。
　伝統文化とモノづくりが魅力のまち名古屋でのMICE開催をぜひご検討ください。
※歴史的建造物、文化施設や公的空間等で、特別感や地域特性を演出できる施設

・開催会場における総参加者数300人以上、
   うち海外参加者数50人以上
・参加国数3カ国（日本含む）以上
・会議日数3日以上

・開催会場における総参加者数300人以上、
   うち海外参加者数50人以上
・参加国数3カ国（日本含む）以上
・会議日数3日以上

国際会議開催助成

主な
要件

助成額
等

申込
期限

助成対象経費（会場借上費、印刷製本費、広報
活動費、会議運営費、事務局費）の10%以内
最大1,000万円

助成対象経費（会場借上費、印刷製本費、広報
活動費、会議運営費、事務局費）の10%以内
最大1,000万円

実施の前年度
4月末まで
実施の前年度
4月末まで

見本市・展示会開催助成

名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや）で初
めて開催するもの又は1日あたりの施設使用面
積を2,500㎡以上拡張して開催するもの

名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや）で初
めて開催するもの又は1日あたりの施設使用面
積を2,500㎡以上拡張して開催するもの

主な
要件

助成額
等

申込
期限

展示施設使用料の50%以内
新規開催：最大1,000万円
拡張開催：最大200万円

展示施設使用料の50%以内
新規開催：最大1,000万円
拡張開催：最大200万円

実施の前年度
9月末まで
実施の前年度
9月末まで

国内会議開催助成

・開催会場における総参加者数300人以上
・会議日数3日以上
・開催会場における総参加者数300人以上
・会議日数3日以上

主な
要件

助成額
等

申込
期限

助成対象経費（会場借上費、印刷製本費、広報
活動費、会議運営費、事務局費）の10%以内
最大200万円

助成対象経費（会場借上費、印刷製本費、広報
活動費、会議運営費、事務局費）の10%以内
最大200万円

開催予定日の
2ヶ月前まで
開催予定日の
2ヶ月前まで

新型コロナウイルス感染症対策関連経費助成

【国内会議／国際会議】
＜共通＞
・開催会場における総参加者数300人以上
・会議日数3日以上
＜国際会議のみ＞
・開催会場における海外参加者数50人以上
・参加国数3カ国（日本含む）以上
【見本市・展示会】
・名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや）で
　開催するもの
・開催会場における総参加者数300人以上

【国内会議／国際会議】
＜共通＞
・開催会場における総参加者数300人以上
・会議日数3日以上
＜国際会議のみ＞
・開催会場における海外参加者数50人以上
・参加国数3カ国（日本含む）以上
【見本市・展示会】
・名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや）で
　開催するもの
・開催会場における総参加者数300人以上

主な
要件

助成額
等

申込
期限

感染症対策関連資材の購入・レンタル費用の
3分の2以内
最大50万円

感染症対策関連資材の購入・レンタル費用の
3分の2以内
最大50万円

開催予定日の
2ヶ月前まで
開催予定日の
2ヶ月前まで

ユニークベニュー利用促進助成

【国内会議／国際会議】
＜共通＞
・会議本体の開催会場における総参加者数 300人
　以上かつユニークベニュー会場における
　参加者数30人以上
・会議本体の日数3日以上
＜国際会議のみ＞
・会議本体の開催会場における海外参加者数 50人
　以上
・参加国数3カ国（日本含む）以上

【企業ミーティング、インセンティブ旅行】
・名古屋市内での宿泊延べ50人泊以上
・海外の企業･団体等が主催し、参加者が主として　
　国外から本市を訪れるもの

【国内会議／国際会議】
＜共通＞
・会議本体の開催会場における総参加者数 300人
　以上かつユニークベニュー会場における
　参加者数30人以上
・会議本体の日数3日以上
＜国際会議のみ＞
・会議本体の開催会場における海外参加者数 50人
　以上
・参加国数3カ国（日本含む）以上

【企業ミーティング、インセンティブ旅行】
・名古屋市内での宿泊延べ50人泊以上
・海外の企業･団体等が主催し、参加者が主として　
　国外から本市を訪れるもの

主な
要件

助成額
等

申込
期限

※左記国内会議等開催時のユニークベニュー
　利用にかかる経費を助成

助成対象経費（会場借上費、会場装飾費、感染
症対策費、移動車両借上費等）の
2分の1以内

【国内会議／国際会議】
最大60万円

【企業ミーティング、インセンティブ旅行】
最大80万円

※対象となるユニークベニューについては、
　ビューローにご確認ください。

※左記国内会議等開催時のユニークベニュー
　利用にかかる経費を助成

助成対象経費（会場借上費、会場装飾費、感染
症対策費、移動車両借上費等）の
2分の1以内

【国内会議／国際会議】
最大60万円

【企業ミーティング、インセンティブ旅行】
最大80万円

※対象となるユニークベニューについては、
　ビューローにご確認ください。

開催予定日の
2ヶ月前まで
開催予定日の
2ヶ月前まで

（1）現地開催国内会議

・開催会場における総参加者数30人以上
・会議日数1日以上
・開催会場における総参加者数30人以上
・会議日数1日以上

主な
要件

助成額
等

申込
期限

助成対象経費（通信機材、オンライン回線、
アカウント等設備費、オペレーター等人件費、
配信会場借上費等）の50%以内 最大20万円

助成対象経費（通信機材、オンライン回線、
アカウント等設備費、オペレーター等人件費、
配信会場借上費等）の50%以内 最大20万円

開催予定日の
2ヶ月前まで
開催予定日の
2ヶ月前まで

（2）ハイブリッド開催国内会議　

※（1）、（2）の併用可
　

※（1）、（2）の併用可
　

※　　　　　　 の併用可※　　　　　　 の併用可
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2

4

3

5

拡充

拡充
新規



お問い合わせ・お申込み

（公財）名古屋観光コンベンションビューロー  MICE部  MICEグループ
〒460-0008　名古屋市中区栄二丁目10番19号　名古屋商工会議所ビル11階
TEL: 052-202-1146    FAX: 052-231-0922    E-mail: convention@ncvb.or.jp

https://www.nagoya-info.jp/convention/

助成金の申込みから交付までの主な流れ助成金の申込みから交付までの主な流れ

実施前年度の
4月末までに
予約申込書を
提出

実施前年度の
4月末までに
予約申込書を
提出

審査会による
審査の上、助成
上限額を通知

審査会による
審査の上、助成
上限額を通知

開催予定日の
3ヶ月前までに
交付申請書を
提出

開催予定日の
3ヶ月前までに
交付申請書を
提出

開催予定日の2ヶ月前までに交付申請書を提出開催予定日の2ヶ月前までに交付申請書を提出

・審査の上、予算の範囲内において助成金の交付を決定
・交付決定通知書により申請者に通知
・審査の上、予算の範囲内において助成金の交付を決定
・交付決定通知書により申請者に通知

事業終了後すみやかに事業実績報告書を提出事業終了後すみやかに事業実績報告書を提出

・報告内容を審査確認の上、助成額を確定
・助成金確定通知書により申請者に通知
・報告内容を審査確認の上、助成額を確定
・助成金確定通知書により申請者に通知

支払請求書等を提出支払請求書等を提出

請求内容を確認の上、助成金を交付　請求内容を確認の上、助成金を交付　

実施前年度の
9月末までに交
付申請書を提出

実施前年度の
9月末までに交
付申請書を提出

1予約申込（申請者）

2審査会等（ビューロー）

3交付申請（申請者）

4交付決定（ビューロー）

5実績報告（申請者）

6額の確定（ビューロー）

7交付請求（申請者）

8助成金交付（ビューロー）

国際会議
開催助成

ユニークベニュー
利用促進助成

国内会議
開催助成

新型コロナウイルス
感染症対策
関連経費助成

見本市・展示会
開催助成

開 

催 

前

開
催
後
（
開
催
年
度
内
）

交付決定の取り消し、または助成金の返還について
次に該当する場合などは、助成金交付決定の全部または一部を取り消し、もしくは既に交付した助成金の全部または一部を
返還していただく場合があります。
（１）各助成要綱または助成金交付決定通知に付した条件に違反したとき
（２）虚偽の申請、報告、または不正の行為により助成金の交付を受けたとき

次に該当する場合などは、助成金交付決定の全部または一部を取り消し、もしくは既に交付した助成金の全部または一部を
返還していただく場合があります。
（１）各助成要綱または助成金交付決定通知に付した条件に違反したとき
（２）虚偽の申請、報告、または不正の行為により助成金の交付を受けたとき

（1）現地開催国内会議

（2）ハイブリッド開催
　  国内会議　


